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Ⅰ
６
月
県
議
会

　

公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て

Ｑ
：
国
で
は
「
森
友
学
園
」
に
関
す

る
公
文
書
の
改
ざ
ん
や
廃
棄
等
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
県
で
は
今
後

公
文
書
の
適
正
管
理
に
向
け
て
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
？

知
事
：
県
の
「
文
書
規
程
」
を
周
知

徹
底
す
る
。
将
来
に
向
け
て
の
課
題

を
整
理
し
、
公
文
書
の
作
成
や
保
管

等
広
く
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

Ｑ
：
公
文
書
の
改
ざ
ん
を
防
止
す
る

た
め
、
県
職
員
の
意
識
向
上
や
「
内

部
通
報
制
度
」
の
有
効
活
用
な

ど
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
？

知
事
：
「
内
部
通
報
制
度
」
は
、

弁
護
士
等
を
相
談
窓
口
と
す
る

新
し
い
制
度
を
昨
年
５
月
に
設

置
し
た
。
不
適
正
な
事
務
処
理

等
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
情

報
提
供
す
る
こ
と
を
職
員
に
徹

底
す
る
。

 

「
公
文
書
管
理
条
例
」
の

　
　
　
　
　 

制
定
に
つ
い
て

・
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全

国
自
治
体
の
１
％
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
都
道
府
県
で
は
６
団

体
だ
け
で
あ
る
。

・
長
野
県
に
は
条
例
は
無
く
「
文
書

規
程
」
で
対
応
し
て
い
る
が
、

議
会
の
議
決
を
要
す
る
「
公
文

書
管
理
条
例
」
を
制
定
し
、
公

文
書
を
「
県
民
の
共
有
財
産
」

と
位
置
づ
け
、
保
存
や
公
開
の

基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

Ｑ
：
県
に
お
い
て
、
早
急
に
「
公
文

書
管
理
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
が
？

知
事
：
公
文
書
の
あ
り
方
を
し
っ
か

り
考
え
る
中
で
、
公
文
書
管
理
を
条

例
化
す
る
こ
と
が
必
要
か
ど
う
か
も

含
め
て
検
討
す
る
。

　
公
文
書
の
適
正
な

　
　
　
　
　 

保
存
に
つ
い
て

Ｑ
：
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書

で
も
、
内
容
に
よ
り
廃
棄
す
べ
き
で

な
い
も
の
は
必
ず
継
続
し
て
保
存
す

べ
き
で
あ
る
が
、
保
存
す
べ
き
公
文

書
の
廃
棄
を
防
ぐ
た
め
、
内
部
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？

総
務
部
長
：
文
書
の
保
存
期
間
が
満

了
し
た
と
き
は
、
情
報
公
開
・
法
務

課
と
公
文
書
を
作
成
し
た
課
等
が
協

議
の
う
え
、
廃
棄
の
可
否
に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

　

情
報
公
開
に
つ
い
て

Ｑ
：
情
報
公
開
に
必
要
な
文
書
を
意

図
的
に
廃
棄
す
る
よ
う
な
事
態
を
防

ぐ
た
め
、
今
後
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
の
か
？

総
務
部
長
：
県
に
お
い
て
こ
れ
ま
で

意
図
的
な
破
棄
の
事
例
は
な
い
が
、

誤
っ
て
破
棄
さ
れ
る
事
態
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
、
公
文
書
の
適
正
管
理
の

徹
底
に
一
層
努
め
る
。
職
員
に
よ
る

意
図
的
な
破
棄
な
ど
不
適
正
処
理
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
懲
戒
処
分
も

含
め
厳
正
な
対
処
を
す
る
。

　

暴
力
団
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
：
暴
力
団
の
活
動
を
抑
止
す
る
た

め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施

す
る
の
か
？

警
察
本
部
長
：
県
内
で
は
３
団
体
の

勢
力
が
大
き
く
、
依
然
と
し
て
対
立

抗
争
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。
引

き
続
き
対
立
抗
争
や
不
法
事
案
へ
の

取
り
締
ま
り
を
行
い
、
県
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
る
。

Ｑ
：
青
少
年
が
暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、

ま
た
暴
力
団
に
よ
る
被
害
を
受
け
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
「
暴
力
団
排

除
教
育
」
な
ど
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
す
る
の
か
？

警
察
本
部
長
：
青
少
年
が
暴
力
団
の

実
態
や
反
社
会
性
な
ど
を
認
識
で
き

る
よ
う
、
非
行
防
止
教
室
の
開
催
や

青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
通
じ
て
、

暴
力
団
へ
の
加
入
の
防
止
及
び
暴
力

団
か
ら
の
被
害
防
止
に
努
め
る
。

  

暴
力
追
放
長
野
県
民
大
会

　
　
　
　
　
　
　 

に
つ
い
て

Ｑ
：
現
在
県
民
大
会
は
県
下
４
市
を

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
が
、
県

全
体
で
暴
力
追
放
活
動
を
活
発
化
す

る
た
め
、
例
え
ば
県
下
10
広
域
圏
を

持
ち
回
り
に
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
？

警
察
本
部
長
：
今
後
は
共
催
者
の
暴

力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
・
県
弁
護
士

会
・
県
や
自
治
体
の
意
向
等
を
聞
き

な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｑ
：
伊
那
市
、
駒
ケ
根
市
、
大
町
市

な
ど
で
市
独
自
の
暴
力
追
放
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

県
内
の
全
て
の
市
で
大
会
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
提
案
す
る
が
？

警
察
本
部
長
：
自
治
体
が
独
自
で
暴

力
追
放
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
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文
書
管
理
と
情
報
公
開

一
般
質
問（
６
月
28
日
）

Ⅱ
暴
力
の
追
放

社
会
全
体
で
の
暴
力
団
排
除
を
推
進

す
る
た
め
に
も
有
効
な
施
策
。
警
察

と
し
て
は
自
治
体
か
ら
の
要
望
に
応

じ
て
、
大
会
の
開
催
に
協
力
や
支
援

を
行
い
た
い
。

Ｑ
：
発
電
事
業
者
に
と
っ
て
は
有
利

な
「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
は
、
２

０
２
０
年
度
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と

を
要
す
る
が
、
企
業
局
が
こ
れ
ま
で

開
発
を
予
定
し
て
い
な
い
水
力
発
電

施
設
に
つ
い
て
も
、
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

公
営
企
業
管
理
者
：
現
行
制
度
の
期

限
内
に
、
よ
り
多
く
の
発
電
所
で
制

度
の
活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え
、
現

在
西
天
竜
発
電
所
の
大
規
模
改
修
に

加
え
て
新
た
に
県
営
の
横
川
ダ
ム
・

箕
輪
ダ
ム
・
片
桐
ダ
ム
へ
の
発
電
所

の
整
備
に
着
手
し
て
い
る
。
地
域
の

状
況
把
握
や
権
利
の
調
整
な
ど
市
町

村
等
に
も
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、

現
行
制
度
の
活
用
を
目
指
し
て
新
規

発
電
所
の
整
備
を
加
速
す
る
。

Ⅲ
県
営
発
電
所

暴
力
追
放
・
地
域
安
全　

伊
那
市
民
大
会
の

市
中
パ
レ
ー
ド
の
様
子
（
平
成
29
年
）
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